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光ファイバの繰り返し曲げ試験機の試作  
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質を明らかにするために，光ファイバ（被  

覆付き）の繰り返し曲げ試験機について，   

開発したので報告する．  

1．はじめに   

高度情報化社会となりつつある今日，光  

ファイバを用いた通信技術は，様々な分野  

において幅広く実用化されている．そして，  

ますます小型化，高密度化，移動携帯化の  

方向に進んでいる．このような状況下にお  

いて，光ファイバの信頼性を確保するため  

に，まず光ファイバの動的な機械的性質を  

把握することが重要である・   

本報では，光ファイバの動的な機械的性  

2．繰り返し曲げ試験   

光ファイバの繰り返し曲げ試験機の試作   

にあたり，  

エッジワイズ曲げ試験（JIS′C3002），  

コードによる曲げ試験（JIS′C］005），   

を参考に，試験方法を決定した．図1にそ   



3・繰り返し曲げ試験機  

図2に光ファイバの繰り返し曲げ試験機  

のモデル囲を示す．  

図1繰り返し曲げ試験方法   
図2 繰り返し曲げ試験機モデル図   

の方法を示す．   

鉛直方向に位置した上下2つの摘定具に   

より，若干の張力を加えて光ファイバを固   

定する・固定具の中間にある，曲率半径を   

もつ円筒で光ファイバを挟み込み，下部の   

固定具を鉛直面で左右に180魔の範囲で  

往復回転運動させる・これにより，光ファ  

イバを繰り返L曲げる・このとき，円筒の  

直径によって，光ファイバの曲げ応力の設   

定を行う．   

この操作を1サイクルとLて連続的に行  

い，光ファイバの曲げ疲労破壊について調  

べる．   

なお，光ファイバの破断にっいては，→  

方にファイバ」ライトの発光部を，他方に  

はフォトパワーメータを設け，光量の変化  

によって破断を確認する・また曲げ強度に  

ついては・S－N曲線で評価する．  

光ファイバに曲げを加える回転板，回転  

板に固定したギヤ，ラック・トターを含  

むクランク機構部，光ファイバ固定見脱  

着式円筒部によって構成される．  

本業験は図1に示すように，光ファイバ  

に往復回転運動を与える・そのため，図3  

に示す，ピストン・クランク機構を用いた．  

クランク糧膚  

図3クランク機構による運動の変化  

繰り返L曲げ回数は，トター軸の回転  

速度と経過時間から算出する・また，ト  

ターの回転速度を保持するように，スライ   



ダックによって制御を行う．   

光ファイバの固定部では，ゴムを介する  

ことにより，固定による光量への影響を及   

ぼさないことを確認した．  

4．試験機の評価  

試験機の評価については，ハイスピード   

カメラを用いて，光ファイバの繰り返し曲  

げ試験を撮影し，実際の繰り返し曲げを検  

証する．検証のポイントを次に掲げると，  

・曲げ角度の確認  

：180度±10度以内   

・スラスト移動点の確認  

：円筒面±1m以内   

・ねじれの確認：±5度以内   

とする．  

囲4，図5に試験機の円筒部における光   

ファイバを示す．  

図5 光ファイバの曲げ，写真（2）  

180度から約6魔の範囲で曲げられてい   

ることが確認された．  

また，図5は試験機の回転板最上点にお   

ける円筒部の写真である．円筒に着色して  

ある帯と帯の幅は1mである．写真での   

様子から，円筒上でのスラスト方向の変位  

量は，±1mの誤差以■内であることが確   

認された．  

しかし，光ファイバに加わる，ねじれに  

ついて検討を要することが判明した．ねじ  

れが原因で破断したと思われるものがあり，  

光ファイバにマークを付け再度観察した結   

果，ねじれは±5度を外れていることが確  

認された．これらについては，現在検討中  

である．  

図4 光ファイバの曲げ，写真（1）   5．まとめ   

1．光ファイバの繰り返し曲げ試験機を，  

JIS規格に基づいた曲げ方法に．ピス  

トン・クランク機構を用いて試作した．   

図4は，試験機の回転板最上点の位置，  

光ファイバを180度曲げた状態である．   

このとき，光ファイバは円筒を中心に左右  



2．光ファイバの曲率半径を変換させるた   

めに，脱着式の円筒を採用し，設定応力   

の変更を容易にした．   

3．ハイスピードカメラを用いて試験機を  

評価した結果，ねじれが加わっているこ  

とが判明した．  

4．ねじれ対策として，固定具の改善，防  

振等が考えられる．  
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